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どんな体験？

　夏祭りや秋祭りの露店でいつもみかける綿菓子，子供のころ１度でいいから自分で割り箸をもってつくっ

てみたいと思った記憶はありませんか。

　今回は身近で誰にでも手に入いる空き缶をつかった綿菓子機のつ

くりかたを紹介します。

工作のしかたは？

(1)アルミ缶の下方のまわりに穴をあけます。

(2)缶の口の中心にビスがとおるほどの穴をあけます。

(3)その穴の内側からピンセットでビスをとおし，ナットで固定し

ます。（図１）

(4)水中モータ－のプロペラとかじを取りはずします。（図２）

(5)釣り用のウキゴムで水中モーターと缶をつなぎます。

(6)電池を入れますが，電池は＋－を逆に入れます。そうすると

左回転になり，ナットがゆるみません。

綿菓子のつくりかたは？

(1)キッチンフードでかこった中に，アルコールランプを入れ，それに火をつけます。

(2)アルミ缶にザラメを入れ，炎の上にかざします。

(3)ザラメが溶けていいにおいがしてきたらモーターのスィッチをいれ缶を回転させます。

(4)しばらくすると，缶の下方の多数の穴から勢いよく綿菓子が飛び出します。それを準備した割り箸でじょ

うずに巻きとってください。

(5)使い終わった缶は，お湯で洗って再利用することができます。

気をつけよう

・缶の穴から溶けだした綿菓子は熱くなっていますので，軽いやけどをする場合があるかもしれませんの

で，かならずキッチンフードでアルコールランプのまわりを囲ってからおこなってください。

・アルミ缶の内側は，樹脂でｺｰﾃｨﾝｸﾞされていますので，必ずｺｰﾃｨﾝｸﾞを取り除いた空き缶を使用してくださ

い。

・アルミ缶の内側の樹脂のｺｰﾃｨﾝｸﾞを取り除くために，濃硫酸の中に２～３分ひたしたあと，水洗いすればき

れいに取り除くことができます。（ただし濃硫酸の扱いには十分注意をしてください。保護眼鏡，実験用の

手袋をできるだけ使用してください。）
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